
昔から６月６日は習い事を始めるのに良い日とされています。その答えのひとつに、

「稽古始め」のしきたりがあげられます。楽器や舞踊など伝統芸能の「稽古始め」は

６月６日がよいとされ、歌舞伎、能、狂言でも「初稽古（はつげいこ）」と呼んで、

その日に稽古を始めるべしとしています.


